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システム解析入門第二回演習 (2012年 6月 27日実施,文責:大木)

解答例

間 3

初期状態は全て零であるとする。第 8自配布資料にあるように,イ
ンパルス応答は伝達関数を逆

ラプラス変換したものであるから,イ ンパルス応答 g(t),ん (t)をそれぞれラ
プラス変換すると
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を得る.直列結合すると,
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を得る。直夕」結合された系のインパルス応答は,G(s)″ (S)の逆ラプラ
ス変換で表わされるので,イ

ンパルス応答をνI(t)で表わすと,

νI(t)=6c=t-6c~2t             (3)

を得る。また,ス テップ応答は伝達関数に きをかけたも
のを逆ラプラス変換すればよい。

α→∬③ :二

ステップ応答をνs(t)で表わすと,

クs(t)=3_6c~t+3c~2t (5)

を得る。

次に状態方程式を求めよう。入出力関係は,

C(→Iり =[薄葛 再 言 手 じ
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となる。ここで■1(ι)=ν (ι ),・2(t)=湯ν(ι )と置くと,状態方程式の
一つは

嘉・ 0=の0,

岳均0=―ηЮ―議綱1鈍0
である。

状態方程式は無数の表現が可能であり,

入力として表現すれば,

伝達関数 θ(s)のシステムの出力 "1を
伝達関数 ∬(β)の
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